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県立病院の今後のあり方・目指すべき方向性（提言）

• 現在の県立病院が有する専門的な診療機能（がん医療、リハビリテーショ
ン医療、精神科医療）については、今後も地域からの求めに応じた一定程
度の役割を担うこと。

• 高齢化に伴う併存症患者の増加及び県の政策医療における重要課題（救
急医療、災害医療、新興感染症対応等）へ対応するためには、「県立病院
の総合病院化 」が必要であること。

⑴ 診療機能

•

• 現在の県立病院の立地場所、他の医療機関との地域バランス及び整備期
間中における診療機能の継続性を考慮しながら、地域医療構想を踏まえ
た上で、今後の検討を進めていくこと。

⑵ 整備場所

• 現在の許可病床数より削減することを基本として、将来を見据えた医療
需要等を含め、地域医療構想を踏まえた上で、今後の検討を進めていく
こと。

⑶ 病床規模

• 労働力人口の減少や医療従事者の働き方の変化に伴い、よりいっそう医
療従事者の確保が難しくなることが見込まれることから、幅広く経験を積
み、将来のキャリア形成を図ることができる研修教育環境を整えるなど、
魅力を備えた病院の整備が必要であること。

⑷ 人材確保

• 県立病院の総合病院化の進め方は、人材確保等の観点から「県立病院以
外の病院との統合による総合病院化」が望ましいこと。

• 宇都宮医療圏の３次救急の医療機関等を支え、２次救急や高齢者救急の
機能等の総合診療機能を備えていること、また、県の政策医療における
重要課題（救急医療、災害医療、新興感染症対応等）の解決、加えて、現
在の県立病院の立地場所や他の医療機関との地域バランスを考慮する
と「国立病院機構栃木医療センター」との統合が望ましいこと。

• がんセンター及び岡本台病院においては、病院施設の老朽化の進行によ
り、診療機能への影響も生じていることから、関係機関等と早期に協議
を進めるなどし、地域医療構想を踏まえながら、必要な医療提供体制の
確保に向けて、可及的速やかに県立病院の再編整備を推進していくこと。

• 「県立病院」の再編整備であることから、宇都宮医療圏だけではなく、県
全域の県民が安心して暮らせる医療提供体制の充実・強化に資するもの
とすること。

⑸ 地域医療構想の推進

• 経営の効率化、医療機能の強化及び持続可能な医療提供体制を確保す
るため、県立病院の３法人（及び統合する場合は統合先の病院を含めて）
全てについて、同一法人化（機構化）を図ることが望ましいこと。

⑹ 経営の効率化
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県立病院の再整備
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本提言は、県により設置された「県立病院あり方検討有識者会議」において、県内の医療関係の有識者が、県立病院の今後のあり方や目指すべき方向性
について、実現可能性や地域医療の現状を踏まえて検討を行い、現時点において効果的と思われる形をまとめたもの。

＊

＊大学病院のような全ての領域において専門的な診療科を備えた総合病院ではなく、多疾患併存を
有する高齢者に対し、救急医療を含め適切な総合医療を提供できる診療機能等を備えた病院を指す。



県立病院の今後のあり方・目指すべき方向性の姿
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県民から信頼される病院として、将来に渡って良質な医療を効率
的に提供し、県民が安心して暮らせるとちぎづくりに貢献する

5.経営が安定し、将来にわたって持続可能な病院

・現在、病院ごとに設立している３つの地方独立行政法人を統合する
ことで、 経費の節減や事務の効率化等を図り経営を効率化
・将来の医療需要を見据え、現在の許可病床数より病床数を削減

1.高齢社会（高齢者救急・医療）に対応した病院

2.災害や新興感染症の発生時に、率先して対応できる病院

3.現在の各病院の特性や専門性を活かした病院

4.医療従事者が集まる魅力ある病院

・研修教育環境及び県養成医師への支援を充実

・高齢者の増加に伴う併存症や救急等の医療ニーズへ対応

・がん医療、リハビリテーション医療及び精神科医療の各専門領域を
活かし、総合診療機能を備えた医療を提供

・災害や新興感染症の発生時における医療を確保、提供

※有識者会議の議論・提言に基づき作成したも
のであり、今後、基本構想策定等の中で、整備
方針を固めていく必要あり

県立病院が目指すべき方向性

県立がんセンター
（２９１床）

県立岡本台病院
（２２１床）

県立リハセンター
（１５３床）

ＮＨＯ栃木医療センター
（３５０床）

県立総合病院

県立岡本台病院

連携
強化

〔連携強化の内容〕
患者の紹介・逆紹介
職員派遣・育成
高度機器共同利用

県立リハセンター

※統合する県立病院については基本構想策定の
中で検討
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検討内容

新病院の診療機能、病床数、整備場所、事業スケジュール、収支計画など

設置目的

「県立病院のあり方に関する検討報告書」の内容をベースに、新県立病院の整備に係る
基本構想の策定に関する必要な意見聴取を行う
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今後の進め方（基本構想策定に向けた委員会の設置）

検討体制（予定）

広く県民の声を県立病院の再整備に反映するため、今年度の委員に加え、県議会や市
町、関係団体等にも検討に加わっていただくことを想定

検討スケジュール（予定）

令和８年度は３～４回程度、会議の開催を予定


